
様式第１号
県外法定講習受講承認申請書
令和元年１０月１日
福　岡　県　知　事　殿
　宅地建物取引業法（昭和２７年法律第１７６号）第２２条の２第２項又は第２２条の３第２項の規定において準用する同法律第２２条の２第２項の規定による講習について、福岡県外で開催される法定講習を受講したいので、承諾願います。
	申請者
	
	(フリガナ)
氏名
	オツノ　ハナコ

乙野　花子　　　　　　印

	生年月日
	昭和45年11月 3日

	
	
	住所
	〒○○○―○○○○
　東京都○○区○○―○―○―○

	
	
	電話番号
	○○―○○○○―○○○○
	登録番号
	(福岡)第２０００号

	
	
	福岡県内の講習を
受講できない理由
	東京都在住のため

	講習受講予定団体
	所在地
	東京都千代田区富士見２－２－５
	受講予定日

	
	名称
	公益社団法人東京都宅地建物取引業協会
	令和元年11月5日



※　　この申請書は２部提出すること。
                         （切り取らないこと。）
様式第２号
県外法定講習受講承認書
　上記の者は、福岡県知事が、　　　　　知事の指定した講習を宅地建物取引業法（昭和２７年法律第１７６号）第２２条の２第２項又は第２２条の３第２項の規定において準用する同法第２２条の２第２項の規定による講習として受講を認めた者です。
　　　　年　　月　　日
福岡県知事　　　　　　　　　印　　　　
                            （切り取らないこと。）
様式第３号
県外法定講習受講証明書
　上記は、宅地建物取引業法（昭和２７年法律第１７６号）第２２条の２第２項又は第２２条の３第２項の規定において準用する同法第２２条の２第２項の規定による講習を修了したことを証します。
　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講習実施者　　　　　　　　　　　　　　　印
６か月以内に撮影した、カラー、無帽、正面、上半身、無背景の写真を裏面に氏名を記入して貼ってください（ポラロイド写真、光沢紙でないもの、不鮮明なもの、劣化の可能性のあるものは不可）





認印で可です（インキ浸透式のスタンプ印は不可）。





下線部以下は申請者の記載は不要です。





顔の大きさ


２ｃｍ程度です。








顔写真


６ヶ月以内


無帽・正面


無背景


縦3㎝×横2.4cm





乙


野





遠方のため支障があることなどの理由が分かる程度に記載してください。





受講予定日は申請時点で分かる範囲の予定日を記載してください。受講承認に2週間程度かかりますので余裕をもって申請してください。








